
島おこし協力隊活動報告 /年金だより

こんにちは、島おこし協力隊の西尾
です。
　この春、和蜂養蜂に向けた巣箱を製
作しました。一般に和蜂養蜂で使用す
る巣箱は西洋蜜蜂養蜂で使用する巣枠
式巣箱とは違い、洞式、重箱式巣箱が
ほとんどです。私が作ったものも重箱
式巣箱です。
　洞式や重箱式巣箱は巣枠式と違い巣
箱内の検査ができないため、野生種で
ある和蜂は住みにくいと感じた場合には
巣から逃去します。そのような理由から、
和蜂養蜂は難しく趣味の世界だと言わ
れています。一方、西洋蜜蜂は逃去し
ないうえに巣箱内の検査が容易なので、
養蜂業者向けだと言われています。
　ところで、巣枠式での和蜂養蜂は向
いていないというのが通説ですが、実
際にはごくわずかな養蜂家の間で実践
されており、しかも養蜂業者として優

秀な成績を収めている実際がありま
す。和蜂が住みやすいように、巣箱の
改良は続いていくように思います。
　和蜂は、自然界に住んでいる蜂が運
良く自分の巣箱に入ってくれることで
飼育が始まりますが、巣枠式の場合は
容易に分蜂 ( 巣別れ ) をコントロール
出来るので、群を増やしていくことが
可能です。
　和蜂の場合、蜂が喜ぶ状態をキープ
してやる必要があるので西洋蜜蜂と同
じようにはできませんが、野生種のた
め病気にも強く、薬をふる必要もあり
ません。
　最初から巣枠式で始めるのは難しい
ようなので、まずは重箱式から始め、
慣れた頃に巣枠に挑戦してみようと思
っています。
　まずは 20群、100kg の採蜜を目標
に頑張りたいと思います。
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平成30年度離任式
　３月 27 日（水）に本校を離
任する先生方の離任式を行いま
した。今年度は７名の先生方と
お別れすることになりました。

　離任される先生方には弓削高
校や上島町のために尽力いただ
きました。寂しさはありますが、
離任される先生方の新天地での
活躍をお祈りしています。

　４月から新体制で弓削高校が
始まります。今まで以上に精進
してまいりますので、今後とも
よろしくお願いします。

( 船で帰られる先生方を弓削港
でお見送りしました )

７名の先生をお迎えします。
　別れがあれば出会いもある。
今回新たに７名の先生をお迎え
し、弓削高校がスタートしてい
ます。各先生方の紹介は、弓削
高校ホームページ (上記ＵＲＬ
参照 )の弓削高だより４月号に
載っていますので、ぜひご覧く
ださい。

LETTERS FROM SCHOOL 

78
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新海事プロジェクト英会話セミ
ナーの開催
　2月18日（月）から22日（金）
までの5日間、商船学科を対象と
した英会話セミナーを開催し、1
年生から専攻科生まで23名の学
生が参加しました。
　アメリカやオーストラリア出身
の外国人講師4名に講義をしてい
ただきました。

　学生の中には3月上旬から国際
インターンシップへ行く学生や留

学する学生も含まれており、入国
審査のやりとりや道の尋ね方など
実用的な英会話を学びました。

平成 30年度電子機械工学科・
情報工学科卒業式及び専攻科
（生産システム工学専攻）修了
式を挙行
　3月 9日（土）、平成 30年度
卒業式及び修了式を本校第二体
育館で挙行し、電子機械工学科
27 名、情報工学科 46 名、専
攻科 5名の計 78名が学び舎を
後にしました。
　式典では井瀬校長から「社会が
期待しているものは、皆さんが培
った考え抜く力と議論する力であ
り、その力で皆さんの未来も切り
開いてください」と式辞がありま

した。
　卒業生総代の中山嶺さんが、西
日本豪雨による断水で様々な方の
支えを実感し、「これまで支えて
くださった社会に恩返しできるよ
う、尽力していく所存です」と答
辞を述べました。
　卒業生・修了生たちの表情はこ
れからの輝ける未来に期待を弾ま
せているかのように輝いてみえま
した。
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ら
ば
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！

弓削高等学校 http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 http://www.yuge.ac.jp/

弓削高校は全国募集を行ってい
ます。そのため、下宿先や食事
の提供をしていただける方を探
しています。お心あたりのある
方は弓削高校教頭大塚 ( ☎ 77-
2021) までご連絡ください。
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